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研 究

小中学生の平日と休日における

カルシウム・野菜類・乳類の摂取

一札幌市における調査より一

球 趣
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〔論文要旨〕

　2007年9月から10月にかけて，札幌市立の小中学校の偶数学年の児童生徒に，連続する金曜・土曜の2日間に摂

取した食事をすべて記載させる食事調査を実施した。4つの学年通算で1，679人を分析の対象とし，金曜（平日）

と土曜（休日）の食事・栄養等の摂取につき比較したところ，土曜のカルシウム摂取量は金曜の6～7割，野菜類

は7～8割だった。土曜の乳類摂取量は，小学生は金曜の2～3割で，中学生は1割にも満たなかった。国民健康・

栄養調査（平日に実施）の資料および休日と平日の摂取量の割合等から計算すると，わが国の小中学生（1年の約

4割；約150日は休日）の年通算1日当たりの実際の摂取量は，特にカルシウムでは，望ましい水準を相当下回る

と推定された。土曜・日曜や長期休暇等，給食のない期間における小中学生の食生活の改善が急務と考えられる。

Key　words＝小中学生，カルシウム，野菜類，乳類

1．緒 言

　現在，教育機関を含む日本社会には，週休2日制が

定着している。このため，小中学生は土曜・日曜には

給食を摂取していない。一方，現在のわが国では，コ

ンビニエンスストアやファストフード店が身近な存在

となっており，小中学生は，好きなときに，特に休日

や夏休みなどの長期休暇に，好きな食べ物を，それが

健康にとって必ずしも好ましくないものであっても，

手に入れられる状況にある。従って，給食のある平日

と，給食のない休日の間においては，栄養素や食品の

摂取に相当な相違があると考えられる。

　わが国では，小中学生を対象とした栄養関連の調

査はこれまでもなされているが1～8），脂肪酸やコレス

テロールなどの摂取1・2），血中コレステロール値3），肥

満2～5），精神的問題6・　7）などとの関連の検討を目的とし

ている場合が多く，年齢別・性別の集団としての栄養

素の摂取量などの数字を，加工せずに掲げているもの

は少ないため，あるいは「肥満」など何らかの基準に

よって選択された対象としての数字を掲げているた

め，一般集団としての摂取量の情報を得るのは容易で

はない。東北地方で平日と休日に分けたうえでの報告

はなされているが，対象人数は小学4年生から6年生

までの計32人であった8）。

　従って，目下，わが国における児童生徒の平日と休

日それぞれにおける栄養摂取などに関し，詳細な資料

を入手するのは困難である。

　今回の調査では，平日と休日を分離したうえで，食

事摂取や生活習慣・生活リズムについて詳細に調査し

た。また，現在のわが国において高齢者が寝たきりと

なる主因の1つである骨粗懸症に関係し，かつ摂取不

足が指摘されているカルシウムと，その主要な供給源
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である乳類，またやはり摂取不足が指摘されている野

菜類の摂取状況につき述べるとともに，平日の調査で

ある国民健康・栄養調査の資料を利用して，年間約

1501日は休日である小中学生の実際の摂取量も推定した。

皿．対象と方法

　2007年4月から札幌市学校給食栄養士会・札幌市教

育委員会と協議し，7月までに札幌市小学校校長会お

よび札幌市中学校校長会の承諾をそれぞれ得て，無作

為抽出した小中学校に対し，原則として1校に1つの

偶数学年を割り当て，9月から10月にかけ，連続する

金曜と土曜の食事内容を，朝食，昼食もしくは給食，

夕食，間食，夜食に分けて，すべて記述させた。調査

用紙はすべて無記名であって，学級担任を通じて配布

し，原則として翌週月曜に学級担任へ返却させた。こ

の際回答は無記名であり回答によって個人が特定さ

れることは不可能であること，得られた情報は研究目

的以外には使用しないこと，一・部または全部に回答す

るかしないかは自由で，かつ回答してもしなくても不

利益はないことを文書および口頭で説明した。原則と

して小学4・6年生および中学2年生は自記式とした。

小学2年生は給食のみ自記式とし，その他の食事は保

護者に記入させた。表1に金曜日の朝食の記入用紙を

示す。小学2年生の給食については，あらかじめひら

がなで書かれた食品名を示し，その横に絵を載せて，

食べた分を鉛筆で塗らせた。摂取された栄養成分を分

析するため，札幌市に本社がある（有）ディスクワー

クインに食事調査のデータ入力・栄養成分分析を依頼

表1　金曜日の朝食の調査票

食事調査票　金曜日の朝食

昨夜は何時に寝ましたか
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した。同社では五山日本食品標準成分表により栄養素

等の摂取量を推定した。いずれの資料にも「はずれ値」

が若干存在し，正規分布からやや乖離していたため，

中央値を代表値とし，統計的検定としてウィルコクソ

ンの順位和検定を用いた。

　国民健康・栄養調査の食事摂取関係の調査は平日に

実施される9）。従って，公表される数字は平日のもの

であって，休日の影響が考慮されていない。休日と平

日の摂取量の比率等から，わが国の7～14歳の年通算

の1日当たり摂取量を推定した。小中学生は，1年の

うち約210日は登校しているが，約150日は休日で，両

者はおよそ6：4の比である。今回の結果のうち，通

算の金曜に対する土曜の比率（％）を，それぞれに対

応する国民健康・栄養調査の数字（平日の摂取量）10　’一　13）

に掛けて，休日の摂取量を算出した。さらに平日の摂

取量に0．6を掛け，休日の摂取量に0．4を掛けて，両者

を足したものを年通算の1日当たり摂取量とした。

皿、結 果

1．回収率

　小学2年生は8校583人から497人（回収率85．2％），

小学4年生は5校541人から432人（79．9％），小学6

年生は7校540人から447人（82．8％），中学2年生は

4校615人から446人（72．5％）の回答を得た。今回は

無回答の項目があった者（性別の記載や各食事の記載

用紙の1枚以上がない等）を除外し，計1，679人を分

析の対象とした。

2．札幌市の小中学生のカルシウム，野菜類，乳類の摂

　詩魂

　表2にカルシウム，野菜類（緑黄色野菜とその他の

野菜の合計），乳類の摂取量の中央値を学年別・男女

別に示す。すべて土曜の値が金曜に比べ有意に低く（p

＜0．05），土曜のカルシウム摂取量は金曜の6～7割

土曜の野菜類摂取量は金曜の7～8割だった。土曜に

おける乳類摂取量の金曜に対する割合は，小学生は2

～3割，中学生は1割未満だった。

　年通算1日当たりのカルシウム摂取量が600mgに

達していた群はなかった。

3．わが国の小中学生の年通算摂取量の推定

　休日の存在を考慮に入れて推定された年通算摂取量

は，「平日」の数字より相当少なかった（表3）。カル

5

表2　学年別・男女別・曜日別にみた，カルシウム・野

　　菜類・乳類1日当たり摂取量の中央値および推定年

　　間通算摂取量

学年
男女

i即製）
曜　日

カルシウム

@（mg）

野菜類

i9）

乳類

i9）

金曜 568．5 166．3 254．2

男子 土曜 355．5 117 50

（nニ216） 比率（％）＊ 62．5 70．4 19．7
小
学

年通算＊＊ 483．3 146．58 172．52

2
年

金曜 529．5 169．8 226

女子 土曜 369 110 65．5

（n＝210） 比率（％）＊ 69．7 64．8 29

年通算＊＊ 465．3 145．88 161．8

金曜 585 172．6 206

男子 土曜 395 113．8 46．5

（n＝188） 比率（％）＊ 67．5 65．9 22．6
小
学

年通算＊＊ 509 149．08 142．2

4
年

金曜 582 179．6 232

女子　　　　1 土曜 363 1ユ9．8 85

（nニ216） 比率（％）＊ 62．4 66．7 36．6

年通算＊＊ 494．4 155．68 173．2

金曜 643 202．6 246．5

男子 土曜 399．5 140 47．5

（n＝206） 比率（％）＊ 62．1 69．1 19．3
小
学

年通算＊＊ 545．6 177．56 166．9

6
年

金曜 631 196．8 251

女子 土曜 407 130 4ユ

〈n＝223） 比率（％）＊ 64．5 66．1 16．3

年通算＊＊ 541．4 170．08 167

金曜 　　　1U68 154 229．6

男子 土曜 385．5 130 19．1

（n＝214） 比率（％）＊ 57．7 84．4 8．3

中
学

年通算＊＊ 555 144．4 145．4

2
年

金曜’ 583 173 206

女子 土曜 330 143．8 10

（n＝206） 比率（％）＊ 56．6 83．1 4．9

年通算＊＊ 48L8 161．32 127．6

通 男子 比率（％）＊ 62．5 72．5 17．5

算 女子 比率（％）＊ 63．3 70．1 21．7

金曜と土曜の間において，すべての項目においてp＜0，05

＊土曜÷金曜の値を％で表示
＊＊ｽ日×0．6＋休日×0．4

（ウィルコクソン順位和検：定）

シウムについては，日本人の食事摂取基準2010年版14）

において骨年齢別に推定平均必要量が出されている。

例えば，女子は，6～7歳が450mg，8～9歳と10～

11歳が600mg，12～14歳が650mgであるが，7～14

歳として今回推定した摂取量は530mg余りで，これ

は8～9歳の推定平均必要量をかなり下回る数字で

あった。

　乳類についても，1日当たり200g余りと推定された

が，乳類は牛乳だけではないことから，1日に200ml
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表3　わが国における7～14歳の男女の年通算のカルシ

　　ウム・野菜類・乳類1日当たり推定摂取量

カルシウム（mg） 野菜類（9） 乳類（9）

男子 711 251 359．1

平日＊

女子 623 249．2 301．2

男子 444．2 18L9 62．7
休日＊＊

女子 394．3 174．8 65．4

男子 604．3 223．3 240．5
年通算＃

女子 531．5 219．4 206．9

＊2006年国民健：康・栄養調査の「平均値」

＊＊ｽ日に表2の対応する比率（％）を掛けたもの
＃平日×0．6＋休日×O．4

入り牛乳1パックまでは飲んでいないと考えられる。

lV．考 察

　今回の報告とは別に，札幌市においては，2004年に

も調査を実施し，休日の生活リズム等が好ましくない

状況となっていることを数値として示した15・　16）。今回

の調査でも，カルシウム・野菜類・乳類の，特に土曜

の摂取状況は好ましくない状態であった。

　今1回の報告における通算の摂取量の推定は，札幌市

という一地域かつ大きな都市において得られた結果

を根拠の1つとしていることから，後述する地域的な

偏りが存在する可能性がある。また，小学5・6年生

の調査で乳類の平均摂取量については夏と冬の間で有

意差はなかったという報告17）はあるものの，全国レベ

ルの調査は11月であるのに，今回の調査は9月から10

月にかけてのものであることから，時期的な偏りが存

在する可能性もある。また，小中学生が休日によく利

用するであろうコンビニエンスストアやファストフー

ド店の少ない地域と，札幌市のように多い地域とでは，

休日の諸栄養素摂取量に違いが出る可能性も考えられ

る。さらに，今回の「休日」は，学期中の土曜日であ

るから，夏休みなどの長期休暇における食事摂取が今

回の結果とは異なる可能性もある。これらの問題を解

決するためには，各地域における多数例を対象とした

通年データが必要である。

　わが国の小中学生の通算のカルシウム等の摂取量

は，平日の値である国民健康・栄養調査の数字よりか

なり少ないと推定された。例えば小1中学生の栄養施策

を考える際に，国民健康・栄養調査の公表数字をその

まま用いることには慎重であるべきと考える。

　札幌市の小中学生の通算摂取量は，全国の通算の摂

小児保健研究

才量より，カルシウム・野菜類・乳類のいずれも低かっ

た。ただし，国民・健康栄養調査のサンプル数を見る

と，例えば男子のカルシウム摂取量については，12～

14歳が146人，10～11歳が123人，8～9歳が113人，

6～7歳が94人と，全国の数字の重心は年長児側にあ

る18＞。札幌市の通算値が全国より低く出たのは，1つ

はこのためと考えられる。また，北海道における野菜

類の摂取量は12ブロックのうちで最低であり19），カル

シウム摂取量も北九州・関東IIに次いで3番目に低い

など20），地域的差違も寄与していると考えられる。

　現在のわが国では，少子高齢化が空前の勢いで進み

つつあり，高齢者の医療や介護の問題が山積されつつ

ある。介護を必要とするようになった理由のうち，女

性においては転倒・骨折が重要な位置を占めるが21），

これは骨粗懸症が女性に多いためとされている。骨粗

霧症は，成人してから防止するのではなく，成人以前

から対策を打つべきものであり，そのためには小中学

生の時代におけるカルシウム摂取が，極めて重要な役

割を果たす22）。ところが，わが国の小中学生の実際の

カルシウム摂取量は，好ましい水準より相当少ないと

考えられた。また，比較的容易にカルシウムを摂取でき

る牛乳を含む乳類の休日の摂取量は，札幌市において

も全国においても少なかった。小中学生に対して，休日

の牛乳摂取を増加させる方策を考えるべきであろう。

　平日の食事摂取が比較的好ましい状態であったこと

には，給食の寄与が大きいと考えられるが，現在の小

中学生にとって給食のない年間約150日間に対する方

策が，将来の日本国民の健康を保つ観点から，極めて

重要である。学校における保健教育や食育の拡充，乳

幼児健診の段階からの親に対する啓発はもちろん，食

料品店や販売業者まで巻き込んだ地域ごとでの施策な

どを，積極的に検討すべきであろう。
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（Summary）

　In　September　and　October　2007，　a　research　concern－

ing　dietary　intake　was　conducted　on　school　children　and

junior　high　school　students　（2nd，　4th　and　6th　grades　of　el－

ementary　school，　and　2nd　grade　of　junior　high　school）　in

Sapporo　City．　All　the　foods　taken　by　the　subjects　on　one

Friday　and　the　following　Saturday　were　recorded．　A　to－

tal　of　1，679　pupils　were　employed　in　the　present　report．

The　amount　of　calcium　intake　on　Saturday　（median）　was

about　60－700／o　of　that　on　Friday，　The　arnount　of　vegetable

intake　on　Saturday　was　about　70－800／o　of　that　on　Friday．

The　amount　of　the　intake　of　milk　products　by　the　pupils

of　eユementary　school　on　Saturday　was　about　20－30％of

that　on　Friday．　The　amount　of　the　intake　of　milk　prod－

ucts　by　the　pupils　of　junior　high　school　on　Saturday　was

less　than　100／o　of　that　on　Friday．　Employing　the　data　of

the　National　Health　and　Nutrition　Survey　in　Japan，　and

the　ratios　of　the　amounts　of　intak／e　of　the　two　days　（Sat－

urday／Friday）　，　th／e　actual　amounts　of　intake　（per　day）　of

／calcium，　vegetables　and　mlk　products　by　Japanese　pupils

who　have　holidays　for　abOut　150　days　（400／o）　in　one　year

were　esti／mated．　Especially　the　actual　amounts　of　calcium

intake　were　estimated　to　be　fairly　lower　than　desirable

ones．　The　eating　habits　of　pUpils　in　holidays　in・which

there　is　no　school　1unch　should　be　immediately　improved．

（Key　words）

school　child，　junior　high　school　student，　calcium，　veg－

etable，　mlk　products
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